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 無線印刷電信気象通報解読の研究

一気象現況図作図プログラムの開発一

藤本 勉＊・田中 護＊

Study of Decoding on Radio Teletype Meteorological Bulletin

-Drawing Surface Weather Map by Using Personal Computer-

                        Tsutomu FUJIMOTO， Mamoru TANAKA

Abstract

 The authors constructed a personal computer system drawing surface weather chart which transcribe coded

messages used for international exchange of meteorological information comprising observational data in

RTT (Radio TeleTypewriter) circuit. 

 In the paper， they describe about this system in detail. 

1. まえがき

 著者らは宇部高専気象情報処理システム(Ube Tech. 

Coll.  Meteorological lnformation Processing Sys-

tem;U-MIPS)と称する気象関連情報全般を処理するシ

ステムの構築を試みている。本報告は，このうち無線印

刷電信(ラジオテレタイプ)で通報される気象現況デー

タを処理する，部分システムに関するものである。

 各国，各地に点在する測候所，船舶等の気象観測所は

定時に気象データの観測を行う。このデータは，世界気

象機関(WMO)の規定する基本的に5桁の数字列から

なる気象通報書式によりコード化されて気象主官庁に報

告される。データは気象主官庁において編集された後，

各国へ伝送され気象解析等に利用される。この伝送回線

の一部分に短波帯無線回線が利用されており，容易に受

信することが出来る。例えば，日本の気象庁，中国の国

家気象局(北京気象台)，ソ連のハバロフスク気象台など

が運;用している。

 この回線においては，気象データはコード化されてい

るため，特別に訓練されたもの以外がその内容を判読す
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ることは困難である。そこで，著者らはパソコンにより，

これを解読して，内容を日本語の平文で表示するシステ

ムを開発した。1)

 気象状況を地図上に天気図として図示ことが有効であ

ることは論を待たない。

 このため収集された気象データは各国の解析センター

において，相当な時間をかけて解析が行われ各種気象図

が作成される。例えば，天気，等温線，等圧線，高気圧，

低気圧，前線などが図示されている地上解析図(surface

analysis)の場合は現在でも，この処理に3時間程度費や

されている。

 場合によっては，図上に等位線，高気圧，低気圧等の

記載がなくても，各観測所の気象現況データの速報図が

必要な場合があろう。阿部2)はパソコン(PC-8801)を使っ

て北海道地区の局地天気図を作図するプログラムを開発

している。さらに例を示そう。著者らは，気象衛星ノア

の赤外画像から海表面温度分布図を作成しているが，処

理の過程において，画像温度を実測データ(シートゥルー

ス)と較正することが必要であり，このとき同時に観測

所の覆雲の状況が必要である。この用途には，むしろ等

位線等が記載されていない気象現況図の方が有用である。

 以上のような考察に基づいて，気象現況データから気

象現況図を作図するプログラムの開発を試みた。
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2. 無線印刷電信(テレタイプ)気象通報受信システ

 受信装置は既報1)のものと同じであり，図1に示すよう

に短波帯受信機，テレタイプ復調器およびパソコンとか

ら構成されている。

 気象通報は50ボー(baud)のボドー(baudot)コード

で周波数偏移変調方式(frequency shift keying)により

送信されている。テレタイプ復調器はこれを300bpsの

アスキーコードに変換してパソコン(PC-9801)のRS

-232Cポートへ供給する。
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図2-1. SYNOP・SHIP気象通報書式

図1. 無線印刷電信気象通報受信システム

3. 気象通報書式3)，天気図記入規則4)・5)概説

 陸上の観測所が観測した気象データを通報する書式

(FM-12VII， SYNOP)，および，海上の観測所が観測し

た気象データを通報する書式(FM-13vql， SHIP)を図2-

1～図2-3に示す。SYNOP報においては国際地点番

号により，SHIP報においては緯:度，経度によって観測所

の指定を行う部分が異なるのみであり，他の部分は同一

である。なお，編集報の場合，SYNOP報では第0節，

第1群および第2群，SHIP報では，第0節，第1群は通

報の先頭に表示され，各観測所毎には表示されない。

 図3に天気図記入規則を示している。プログラムの作

成に当たっては，図記号の複雑化を避けるため，図中の

太線枠内のみを表記することにした。同阿哲，N(全雲量)，

CH(高層雲種)， CM(中層雲種)， CL(低層雲種)， ww(現

在天気)，W、W，(過去天気)， a(気圧変化傾向)は次節

に示す図記号であり，他は数字である。
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図2-2. SYNOP・SHIP気象通報書式(続き)
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図4. 文字フォントー覧表
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図3. 天気図記号記入規則

4. 気象現況図作図プログラム

 気象現況図作図プログラムは，PC-98XLハイレゾ

リューションモードでMS/DOS版N88日本語BASIC

により開発した，通報受信プログラム，地上・海上実況

気象通報解読プログラム，高層・高層風実況気象通報解

読プログラムなどから構成されるU-MIPS無線印刷電信

気象通報解読プログラムの一部であり，メインメニュー

から選択されて起動する。

 主プログラムの他，AN(alpha numeric)文字フォ

ントファイル，天気図記号ファイル，国際地点番号ファ

イル，極東地区地図ファイル，および通報受信プログラ

ムが作成した通報文ファイル，通報インデックスファイ

ルからなる。

4-1. 各種ベクトルフォントファイルの作成

 作図はグラフィックディスプレー上に描線命令を用い

て行っている。描線命令を用いた理由は，グラフィック

ディスプレーでは解像度に限界があるため，将来X-Y

プロッタによる出力への移行を予定しているからである。

このため全てのフォントファイルは折線の端点の座標を

示すベクトルデータになっている。

 先ず，図4に示す16(横)×18(縦)ドットのAN文字

フォントを作成した。今回のプログラムにおいては，数

字および，若干の記号のみを使用していて，アルファベッ

トは使用していない。しかし将来，報告船舶名の表示を

行う際に必要となるため同時に作成した。

 次に，図5に示す天気図記号を作成した。

 極東地区の地図データは既に作成している。

 国際地点番号ファイルは，国際地点番号と対応する観

測地点名，およびその経緯度を保持している。作図範囲

内にある日本及び韓国の観測所を登録している。

4-2. 作図プログラム

 いわゆる天気図用紙には，極東地区天気図に用いられ

ているポーラーステレオ(極心平射)図法を採用した。

 これは北極で地球に接する平面に，南極から地形を投

影する図法であり，地図中心を北緯35. ，東経140. に

選んだ。この部分のBASICプログラムを図6に示し

ている。グラフィック画面への表示は全てこのサブルー

チンを経由して行われる。
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図7. 天気図記入例
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図5. 天気図記号一覧表

20DQ＊M2P:'一一一(EST， NTH〕をボーラーステレオ座標(X.  POS， y.  POS〕へ変換一一

2010NTHO・351:ESTO・140！:'地図の中心緯経度

2020 LAMDA;(EST-ESTO)＊. 0174532329＃

iO30 RHa ＝ 12742＊TAN(.  785398163＃一NTH ＊. 00872664626＃)

iO40 RHOD ＝ 12742＊TAN(.  785398163＃一NTHO＊. 00872664626＃)

2050 X.  POS＝ RHO＊SIN(LAMDA)

2060 Y. POS＝一RHOO＋RHO＊COS(LAMDA)

2070 RETURN

 図6. ポーラーステレオ図法変換サブルーチン

 作図プログラムは天気図用紙を描画した後，通報受信

プログラムが保存している通報文の一覧を表示する。通

報を選択すると，この通報文をディスクから取り出し，

解読を開始する。

 先ず，各観測所毎の通報を各戸に分解し，各群毎の処

理を行うサブルーチンで作図を行う。ここに，風向，風

速を表す風向矢羽根は風向に応じて座標を回転して作図

する。

 図3の作図規則に従って，作図した例を図7に示す。

雲量8/8，気温15℃，露点温度12℃，海面校正気圧987mb，
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図8. SYNOP通報例(1990/9/20，00Z)
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気圧変化量一1. 2mb，気圧変化傾向は上昇後下降，水平視

程5km，低層雲の雲量6/8，低層雲種は層積雲，中層

雲種は不透明高積雲，高層雲種は絹雲，現在天気は雨，

過去天気は雨，を表している。

4-4. 作図結果についての考察

ほぼ満足できる気象現況図の作図が可能である。しか

し，観測地点が接近しているところにおいては，記号が

4-3. 作図例

 受信通報例として1990年9月20日，9時(日本時間)

の日本のSYNOP通報を図8に，作図範囲にある船舶か

らのSHIP通報の一回目図9に示している。

 これより，4地域に分割して気象現況図を作図した結

果を図9-1～図9-4に示している。

 台風19号の通過直後のデータであるため，西日本では

天候が回復しているが，東日本には強風が吹き荒れてい

ることがわかる。
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図10-1. 天気図作図例，北部日本(1990/9/20，00Z)
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図10-2. 天気図作図例，東部日本(1990/9/20，00Z)
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図9. SHIP通報例(一部分)(1990/9/20，00Z)      図10-3. 天気図作図例，西部日本(1990/9/20，00Z)
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大気の状態を記述しているものであり，相互に変換ある

いは翻訳も可能であろう。本研究の目的の一つは，数値

情報と線図形情報への変換の一過程であり，今後さらに

それ以外に拡張されるものである。

 最後に，天気図記号フォントの作成に当たって気象庁

通報課に詳細なご教授を頂いた。ここに記して深く感謝

する。
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